
様式－２

川の国埼玉 はつらつプロジェクト
提案書

～ 歴史と環境の架け橋 「出羽堀」の保全 ～

主題（テーマ）

提案箇所

出羽堀／越谷市水郷こしがや出羽地区

越谷市



提案の概要 様式－３

本市では「越谷市観光振興計画（H28.4)」において、地域で暮らす住民や地域を訪れる多様な人が、５本の一級河川など
の豊かな水辺空間や郊外に拡がる田園風景、自然環境を背景に、歴史、伝統、文化、食、エンターテイメント、産業などの
地域資源でつながり、地域に誇りや愛着を持つことで、たくさんの笑顔であふれるまちづくりを進めています。さらに、人々
が出会い、交流し、それぞれの魅力を発揮することで、にぎわいを創出する活力ある“こしがや”を目指しています。

末田大用水から分流する［出羽堀］は徳川二代将軍秀忠のころ、越ヶ谷領土豪会田出羽介正之が綾瀬川流域の低湿地
帯を干拓した歴史に由来し、このため開かれた水路が「出羽堀」です。以来、「出羽堀」は地区の名称にもなり、地域の農業
や人々の暮らしを支えてきました。本提案では、この「出羽堀」を歴史と環境の架け橋として位置付け、環境に配慮した水
路の整備と併せて遊歩道などの整備により魅力ある水辺空間を創出し、周辺の親水拠点を結ぶ親水ネットワークを形成し
ます。さらに、 “出会いと感動”を合言葉に市民との協働によるイベントや維持管理活動を展開し、にぎわいの創出と環境
への意識向上、郷土愛（シビックプライド）を育みます。

■「越谷市観光振興計画（H28.4）」
地域で暮らす住民や地域を訪れる多様な人が、５本の一級河
川などの豊かな水辺空間や郊外に拡がる田園風景、自然環境
を背景に、歴史、伝統、文化、食、エンターテイメント、産業など
の地域資源でつながり、地域に誇りや愛着を持つことで、たくさ
んの笑顔であふれるまちづくり。さらに、人々が出会い、交流し、
それぞれの魅力を発揮することで、にぎわいを創出する活力あ
る“こしがや”を目指しています。

■「第４次越谷市総合振興計画・後期基本計（H28.4）」
出羽堀は地名の由来であり、歴史的にも価値のある用水路

であることから、昔からの雰囲気を残した親水空間を創出し、そ
の活用によるコミュニティづくりを地区の将来像としています。さ
らに、親水空間の創出や地区の歴史・文化を継承するまちづく
りを地区の目標に掲げています。

■「越谷市都市計画マスタープラン（H23.3）」
まちづくりの方針の中で、出羽堀については、地域の風土と

文化を形成する重要な要素として、個性を活かした親水空間の
整備・活用方法を検討することとしています。

計画等の位置付け

取組のイメージ図

■水辺の空間とネットワークづくり
・「水郷こしがや」を特徴付ける川や用水路を活かし、水辺を
快適に歩ける遊歩道の整備を行い、水辺の賑わい創出と親
水拠点のネットワークを形成します。

■水辺を利用したコミュニティづくり
・ボランティア活動やイベントなどを通じ、地域住民の活力向
上と地域活動の活性化を図り、郷土愛を醸成します。

目標・成果指標

成果指標 現在 整備後

遊歩道の通行者数 ― 4万人/年

ボランティア数 ― 50人

出羽小学校

県民健康福祉村
（親水拠点）

JR武蔵野線

出羽公園
（親水拠点）

三ッ又堰

末田大用水
（水辺再生事業）

至末田須賀堰

水辺を利用した
地域コミュニティ活動

親水拠点
ネットワークの形成
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川や用水路とまちの状況 様式－４

・
■地域資源
・本市は古くから「水郷こしがや」と呼ばれるほど水の豊かな地
域として発展してきました。市内には大小さまざまな水の流れ
がありますが、大きなものだと、元荒川、大落古利根川、新方
川、中川、綾瀬川という５本の一級河川があります。また、疏
水百選に選定された葛西用水を筆頭に２７もの主要な用水路
が流れています。
このため、本市では水と緑の豊かな水辺空間を活用した街
づくりや、賑わいの創出を積極的に進めています。

■課題
・河川とともに「水郷こしがや」の特徴的な景観を形成してきた
用排水路は、農地の減少や家庭雑排水などの流入により、次
第に存在価値が薄れつつあります。
しかし、用排水路は市街地で数少ない自然環境であり、美し
い景観を形成する上でも貴重な財産です。このため、親水環
境を積極的に創出し、地域の魅力の象徴として、さらに観光資
源として再生する必要があります。

まちの状況

位置図

■市内の一級河川
・市内を多くの一級河川が流れています。
５本 延長約４４km

■川の国応援団の登録数３２団体

■川や用水路の特徴
・水辺を利用した緑道整備を進めています。
１７箇所 延長約４．８ｋｍ

■過去の水辺再生事業
1 水辺再生事業（逆川・葛西用水）
景観護岸：1式など

2 川のまるごと再生事業（葛西用水）
ウッドデッキの整備：延長３８９．１m

3 水辺再生事業（元荒川/越谷）
遊歩道の整備：延長１２１mなど

4 水辺再生/川のまるごと再生事業（東京葛西用水）
遊歩道の整備：延長１,５３４mなど

5 水辺再生事業（新方川）
遊歩道の整備：延長１８０mなど

6 水辺再生事業（元荒川/神明工区）
遊歩道の整備：延長１,１００mなど

7 水辺再生事業（末田大用水）
遊歩道の整備：延長８００mなど

■末田大用水から分流する［出羽堀］は徳川二代将軍秀忠
のころ、越ヶ谷領土豪会田出羽介正之が綾瀬川流域の低
湿地帯を干拓した歴史に由来し、このため開かれた水路
です。以来、「出羽堀」は地域の農業や人々の暮らしを支え
てきました。

川や用水路の状況

1 平方川 2 上船川 3 下船川 4 新松川 5 小樋口川 6 差輪川
7 手前川 8 葛西用水(逆川) 9 掛樋川 10  弥十郎川
11 花田用水 12 四ヶ村用水 13 谷古田用水 14 東京葛西用水
15 八条用水 16 新用水 17 見田方用水 18 新見田方用水
19 南百用水 20 須賀川 21 森野川 22 竹道川 23 末田大用水
24 越谷用水 25 根井堀用水 26 谷中用水 27 出羽堀

元荒川と葛西用水

越谷レイクタウン
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県民健康福祉村

出羽堀

出羽公園

水辺空間を活用
したまちづくり

東京葛西用水

(水辺再生/川のまるごと再生事業）

葛西用水ウッドデッキ
(川のまるごと再生事業）

末田用水緑道

出羽堀

至末田須賀堰

元荒川緑道

親水緑道の
ネットワーク

綾瀬川緑道
※上流部は計画

谷古田河畔緑道
東京葛西用水緑道

八条用水緑道



H28 H29 H30 H31 H32 想定事業費

出羽堀の整備 80百万円

ポケットパークの整備 35百万円

案内看板の設置 2百万円

ソフト事業 準備 準備

■水辺や農地を活用したイベントの開催
・水辺の生き物調査、農業体験、(仮称)どろり

んピック、親水拠点や地域の名所･旧跡散策

■地域活動の推進
・市民ボランティアによる水路清掃や植栽活動

■情報発信
・散策マップの作成
・イベントや地域活動のPR
・水質改善（広報紙やイベントでの啓発活動）

■出羽堀の整備 （延長 約５０ｍ）
・都市計画道路に伴う暗渠整備の区間

■ポケットパークの整備（２か所）
・休憩施設（あずまや、ベンチなど）
・植栽、花壇
・記念碑など

■案内看板の設置（４か所）
・散策路の案内看板

市町村が取り組む事業等の概要 様式－５

工程表・想定事業費

ハード

位置図

ソフト

事業等の概要

出羽小学校

県民健康福祉村
（親水拠点）

JR武蔵野線

出羽公園
(親水拠点）

三ッ又堰

ポケットパークのイメージポケットパークのイメージ

案内看板のイメージ

至末田須賀堰

末田大用水
（水辺再生事業）

○憩いの場としての
ポケットパーク整備

○親水拠点を結ぶ
案内看板の設置

○水路整備（暗渠）
（L=50m）



H28 H29 H30 H31 H32 想定事業費

出羽堀の整備 420百万円

遊歩道の整備 32百万円

出羽小学校

県民健康福祉村
（親水拠点）

JR武蔵野線

出羽公園
（親水拠点）

三ッ又堰

県に実施してほしい整備の概要 様式－６

■出羽堀の整備 （延長 約５１０ｍ）
・景観や環境に配慮した水路整備
・転落防止柵の設置

■遊歩道の整備 （延長 約６４０ｍ）
・散策路や避難路としての遊歩道整備

・植栽

実施してほしい整備概要

工程表・想定事業費

位置図

水路と遊歩道整備のイメージ

環境にやさしい水路整備のイメージ

末田大用水
（水辺再生事業）

至末田須賀堰

○散策路や避難路とし
ての遊歩道整備
（L=640m）

○景観や環境に配慮
した水路整備
（L=510m）


